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(1) 

求める確率を na とする。 

最初に表が出たとき 

まず「 AA」と書き、その後に書き加える文字列の 2n 番目が「 A」であればよい。 

最初に裏が出たとき 

まず「 B 」と書き、その後に書き加える文字列の 1n 番目が「 A」であればよい。 

 

したがって、 3≧n のとき 21
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1 番目が「 A」になるのは、最初に表が出たとき。 
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2 番目が「 A」になるのは、最初に表が出るか、最初に裏が出て 2回目に表が出たとき。 
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2,1n でも成立する。 

 

(2) 

求める確率を nb とする。 02 b である。 

2番目が「 A」、3番目が「 B 」になるのは 

最初に表が出て、2回目に裏が出たとき。 
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3 番目が「 A」、4番目が「 B 」になるのは 

最初に裏が出て、2回目に表が出て、3回目に裏が出たとき。 
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3≧n のとき、(1)と同じ漸化式 nnn bbb
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4,3,2n でも成立する。 


